
日本医史学雑誌第 53巻第1号(2007) 30

国
会
図
書
館
に
、
高
橋
正
純
訳
、
岡
澤
貞
一
郎
校
「
紙
塑
人

体
解
剖
譜
」
（
明
治
十
年
、
大
阪
病
院
刊
）
と
い
う
冊
子
が
残
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
冒
頭
の
「
例
言
」
に
よ
れ
ば
、
高
橋
正
純
が

旧
大
阪
医
学
校
に
在
籍
し
て
い
た
時
、
「
教
師
越
爾
蔑
腱
斯
氏
に

謀
て
仏
文
解
剖
譜
を
蘭
文
に
訳
」
し
、
さ
ら
に
、
邦
文
に
訳
し

て
し
ま
っ
て
お
い
た
も
の
を
、
「
今
弦
我
院
約
す
る
所
の
紙
塑
人

体
新
に
仏
國
よ
り
来
る
」
時
を
迎
え
、
岡
澤
貞
一
郎
に
託
し
て

校
正
さ
せ
た
と
い
う
。

高
橋
正
純
が
訳
し
た
「
仏
文
解
剖
譜
」
と
は
、
そ
の
内
容
か
ら

オ
ズ
ー
一
八
五
七
カ
タ
ロ
グ
掲
載
の
巨
且
聖
⑦
全
ｇ
日
日
⑦
○
○
三
‐

も
Ｆ
国
弓
ゞ
号
骨
日
・
９
月
員
．
の
「
符
号
表
」
で
あ
る
：
弓
呂
席
豐
磐
早

目
目
斥
号
三
○
日
日
①
ｎ
房
目
月
８
日
亘
２
．
易
司
＄
と
確
認
で

３
大
阪
病
院
の
人
体
模
型
ｌ
高
橋
正
純
訳
藏
塑

人
体
解
剖
譜
」
と
大
江
伊
兵
衛
の
木
製
人
体
模
型
Ｉ

月
澤
美
代
子

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室

き
た
。
な
お
、
解
剖
学
上
の
訳
名
は
、
松
村
矩
明
、
安
藤
正
胤

他
訳
『
解
剖
訓
蒙
」
明
治
五
年
大
坂
医
学
校
官
板
を
踏
襲
し
て

付
け
ら
れ
、
ラ
テ
ン
語
学
名
が
下
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ポ
ン
ペ
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
ら
幕
末
か
ら

明
治
初
頭
に
長
崎
で
医
学
教
育
に
あ
た
っ
た
蘭
人
医
師
た
ち
は
、

人
体
解
剖
実
習
に
使
用
で
き
る
屍
体
が
極
め
て
少
な
い
状
況
下

に
あ
っ
て
、
長
崎
方
式
と
で
も
い
う
べ
き
解
剖
学
教
育
を
日
本

に
導
入
し
た
。
す
な
わ
ち
、
オ
ズ
ー
製
作
の
フ
ラ
ン
ス
製
人
体

模
型
を
援
用
し
て
の
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
る
解
剖
学
講
義
、
解
剖

の
た
め
の
屍
体
が
入
手
で
き
た
時
は
学
生
自
ら
が
参
加
す
る
人

体
解
剖
実
習
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。

明
治
二
二
八
六
九
）
年
二
月
に
創
設
さ
れ
た
大
阪
仮
病
院

に
は
、
長
崎
医
学
校
か
ら
蘭
医
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
が
招
か
れ
た
。

ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
午
前
中
は
診
療
、
午
後
は
講
義
を
行
い
、
病

院
及
び
伝
習
御
用
掛
の
緒
方
惟
準
が
、
プ
レ
ス
の
解
剖
書
の
講

義
を
行
っ
た
。
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
退
任
後
も
、
エ
ル
メ
レ
ン
ス
、

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
と
、
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
が
診
療
と
医
学
教
育

に
あ
た
っ
て
き
た
。
ま
た
、
緒
方
惟
準
、
高
橋
正
純
を
は
じ
め

中
心
と
な
っ
て
働
い
て
き
た
日
本
人
医
師
た
ち
は
長
崎
で
オ
ラ
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ン
ダ
医
学
を
学
ん
だ
。
解
剖
学
教
育
も
、
明
治
十
年
時
点
で
な

お
オ
ズ
ー
の
人
体
解
剖
模
型
を
援
用
す
る
長
崎
方
式
が
継
承
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
「
紙
塑
人
体
解
剖
譜
」
は
、
明
治
十
年
七
月
一
九
日
御

届
、
明
治
十
年
十
月
二
五
日
刊
行
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
信

ず
る
か
ぎ
り
、
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
七
月
に
は
、
大
阪
病

院
に
オ
ズ
ー
作
の
紙
塑
人
体
模
型
が
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
現
在
、
そ
の
所
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
明
治
十
年
八
月
十
日
付
け
『
大
阪
日
報
」
に
は
、
大

阪
の
「
有
名
な
る
人
形
師
」
大
江
伊
兵
衛
が
、
「
紙
塑
人
体
「
キ

ン
ス
ト
レ
ィ
キ
」
を
悉
皆
木
に
て
彫
刻
」
し
、
「
こ
の
節
そ
の
概

略
を
製
し
、
病
院
に
点
検
に
出
せ
し
が
、
五
臓
六
肺
そ
の
他
筋

骨
等
に
至
る
迄
、
実
に
原
体
紙
塑
の
通
り
に
て
、
さ
す
が
、
伊

兵
衛
の
妙
工
と
云
う
に
槐
か
し
か
ら
ず
出
来
上
が
り
し
由
」
と

報
じ
ら
れ
て
い
る
。
結
局
、
こ
の
人
体
模
型
は
明
治
十
年
の
第

一
回
内
国
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
紙
面
の
表
現

ほ
ど
に
は
見
事
な
出
来
で
は
な
か
っ
た
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
が
、

大
阪
病
院
に
や
っ
て
き
た
紙
塑
人
体
模
型
は
医
学
関
係
者
の
み

な
ら
ず
大
阪
の
町
の
話
題
を
呼
ん
で
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
紙
塑
人
体
模
型
の
購
入
ル
ー
ト
に
関
し
て
、
駐

仏
公
使
で
あ
っ
た
鮫
島
尚
信
の
『
在
欧
外
交
書
簡
録
」
（
鮫
島
文

書
研
究
会
編
、
二
○
○
二
、
思
文
閣
出
版
）
が
大
き
な
示
唆
を

与
え
て
い
る
。
明
治
十
年
五
月
一
日
付
の
書
簡
に
お
い
て
、
鮫

島
は
オ
ズ
ー
に
発
注
し
て
い
た
全
身
人
体
解
剖
模
型
二
体
の
引

き
渡
し
可
能
日
と
価
格
を
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
人
体
模

型
は
、
同
年
五
月
三
○
日
に
は
、
ま
だ
届
い
て
お
ら
ず
、
い
つ

実
際
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
六
月
か
ら

七
月
初
め
に
日
本
に
舶
載
さ
れ
大
阪
病
院
に
届
け
ら
れ
た
可
能

性
は
大
き
い
。

（
本
報
告
は
、
平
成
一
八
年
度
科
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費
補
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金
（
課
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号
扇
ｇ
Ｓ
ｇ
）
に
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研
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の
一
部
で
あ
る
。
）


